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ミュージカル『SPY×FAMILY』―2023年公演プログラム―
高 野 雄 太

国立国会図書館の蔵書から

今
回
の
「
今
月
の
一
冊
」
は
、
遠
藤
達
哉
氏
に

よ
る
漫
画
『SPY

×FA
M

ILY

』
を
原
作
と
す
る

「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『SPY

×FA
M

ILY

』」（
２
０
２
３

年
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
出
演
者
の
写
真
や
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
、
制
作
関
係
者
の
情
報
、
一
部
楽
曲
の

歌
詞
、
脚
本
・
作
詞
・
演
出
を
担
っ
た
Ｇ
２
氏
と
作

曲
・
編
曲
・
音
楽
監
督
を
担
っ
た
か
み
む
ら
周
平
氏

の
ト
ー
ク
、
美
術
を
担
っ
た
松
生
紘
子
氏
の
寄
稿
等

か
ら
な
る
、
文
字
通
り
「
舞
台
裏
」
が
感
じ
ら
れ
る

一
冊
で
あ
る
。

本
書
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
国
立
国
会
図
書
館

に
永
く
保
存
さ
れ
る
こ
と
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
関

す
る「
事
実
」だ
け
で
は
な
く
、関
わ
っ
た
人
々
の「
思

い
」が
未
来
に
伝
わ
る
一
助
と
な
る
。
管
見
の
限
り
、

本
書
を
利
用
に
供
す
る
図
書
館
等
は
当
館
の
他
に
は

２
か
所
の
み
で
あ
る
。
公
演
期
間
後
の
入
手
は
通
常

困
難
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
将
来
も
当
館
で
利
用
で
き
る

意
義
は
大
き
い
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『SPY

×FA
M

ILY

』
は
、
東

宝
の
製
作
に
よ
り
、
２
０
２
３
年
、
東
京
（
帝
国
劇

場
、３
月
）、兵
庫
（
兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
、

４
月
）、
福
岡
（
博
多
座
、
５
月
）
で
上
演
さ
れ
た
。

２
０
２
５
年
９
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
再
演
さ
れ
、

年
末
の
愛
知
公
演
で
「
大
千
穐
楽
」
を
迎
え
る
予
定

で
あ
る
。

漫
画
、
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
を
原
作
と
す
る
演
劇
は
、

２
次
元
の
作
品
を
３
次
元
の
舞
台
に
表
出
さ
せ
る
こ

今 月 の 一 冊

『ミュージカルスパイファミリー』
東宝演劇部, 2023, 30cm　<Y93-R801>

表紙

遠藤達哉氏によるミュージカルのための描き下ろしイラスト（アーニャ）
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と
か
ら
、「
２
・
５
次
元
（
舞
台
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
）」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ロ
イ
ド
（
登
場
人
物
に

つ
い
て
は
４
頁
「『SPY

×FA
M

ILY

』
基
礎
の
基

礎
」
参
照
）
を
演
じ
た
鈴
木
拡
樹
氏
が
過
去
に
述
べ

た
「
ど
こ
ま
で
３
次
元
に
寄
せ
る
べ
き
か
、
２
次
元

の
要
素
を
残
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
に
い

つ
も
悩
み
ま
す
」（『
美
術
手
帖
』
２
０
１
６
年
７
月

号
）
と
い
う
言
葉
は
、
２
次
元
原
作
特
有
の
難
し
さ

や
面
白
さ
を
示
唆
し
て
い
る
。純
粋
な
２
次
元
の「
再

現
」
と
同
義
で
は
な
い
、
特
有
の
「
完
成
度
」
が
求

め
ら
れ
る
世
界
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

Ｇ
２
氏
も
、
本
書
の
挨
拶
文
で
、「
計
算
し
尽
く

さ
れ
た
完
成
度
の
高
い
構
成
や
セ
リ
フ
ゆ
え
に
、［
原

作
に
］
手
を
加
え
舞
台
空
間
へ
と
修
正
す
る
こ
と
が

な
か
な
か
難
し
」（［　

］内
は
引
用
者
補
記
）く
、「
原

作
の
テ
キ
ス
ト
を
ほ
と
ん
ど
改
変
す
る
こ
と
な
く
、

し
か
も
家
族
と
い
う
ミ
ニ
マ
ム
の
世
界
を
帝
国
劇
場

と
い
う
大
空
間
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
し
て
成
立
さ
せ

る
」こ
と
は「
か
な
り
の
至
難
の
業
」だ
と
し
て
い
る
。

原
理
的
な
困
難
を
伴
い
な
が
ら
も
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
『SPY

×FA
M

ILY

』
は
、
２
０
２
３
年
の
国

内
の
演
劇
活
動
の
記
録
を
ま
と
め
た
『
演
劇
年
鑑

２
０
２
４
』（
日
本
演
劇
協
会
監
修
発
行
）
に
お
い

て
漫
画
原
作
舞
台
で
唯
一
「
２
０
２
３
年
話
題
の
舞

台
」
と
し
て
巻
頭
で
紹
介
さ
れ
た
よ
う
に
、
近
年
の

漫
画
原
作
舞
台
を
代
表
す
る
作
品
に
仕
上
が
っ
た
。

こ
こ
で
、
本
書
を
通
し
て
、
演
劇
作
品
の
プ
ロ
グ

朝夏まなと氏によるシルヴィア・シャーウッド（西国の
情報機関の管理官）
元宝塚歌劇団宙組トップスターの朝夏氏は、「鋼鉄の淑女」
を強く激しく美しく演じた。「極秘稽古場メモ」には「自
主練」に励む朝夏氏の様子も収められ、華やかな姿は努
力に裏打ちされていることが示唆されている。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『SPY

×FAM
ILY

』
で
は
、
森
崎
ウ
ィ
ン
氏
と
鈴
木
拡
樹
氏
が
ロ
イ
ド
を
、

唯
月
ふ
う
か
氏
と
佐
々
木
美
玲
氏
が
ヨ
ル
を
、
岡
宮
来
夢
氏
と
瀧
澤
翼
氏
が
ユ
ー
リ
を
、
ダ

ブ
ル
キ
ャ
ス
ト
で
、
池
村
碧
彩
氏
、
井
澤
美
遥
氏
、
福
地
美
晴
氏
、
増
田
梨
沙
氏
が
ア
ー
ニ
ャ

を
ク
ワ
ト
ロ
キ
ャ
ス
ト
で
演
じ
た
。
他
の
出
演
者
も
含
め
全
員
を
紹
介
で
き
な
い
の
が
惜
し

い
多
士
済
々
で
あ
っ
た
。
泣
く
泣
く
絞
り
込
ん
だ
出
演
者
（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）
に
つ
き
、
本

書
の
扮
装
写
真
と
原
作
の
当
該
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
登
場
コ
マ
を
示
し
て
紹
介
し
た
い
。

（上図出典）遠藤達哉『SPY×FAMILY』(7), 
集英社, 2021　<請求記号　Y84-M33282>

左から、唯月ふうか氏（ヨル）、森崎ウィン氏（ロイド）、鈴木拡樹氏（ロイド）佐々木美玲氏（ヨル）

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
写
真
か
ら
―
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
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ラ
ム
か
ら
読
者
（
観
客
）
が
享
受
し
得
る
効
用
に
つ

い
て
少
し
考
え
て
み
た
い
。

巧
み
に
紹
介
さ
れ
た
物
語
の
あ
ら
す
じ
は
観
劇
の

期
待
を
高
め
、作
品
理
解
の
一
助
と
も
な
る
。
ま
た
、

楽
曲
の
歌
詞
は
観
劇
後
の
理
解
の
深
化
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
ら
れ
る
。
文
字
情
報
と
し
て
の
歌
詞
は
、

音
声
情
報
と
し
て
の
受
容
と
は
異
な
っ
た
理
解
や
解

釈
を
も
た
ら
し
得
る
。

本
書
に
は
、
出
演
者
や
制
作
関
係
者
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
や
コ
メ
ン
ト
、
稽
古
場
を
多
数
の
写
真
で

紹
介
し
た
「
極
秘
稽
古
場
メ
モ
」
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
内
容
を
通
し
て
、
読
者
は
、
関
わ
っ

た
人
々
の
「
思
い
」
を
感
じ
た
り
、「
舞
台
裏
」
を

想
像
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

衣
装
や
ヘ
ア
メ
イ
ク
等
を
含
む
総
合
芸
術
的
な

「
役
作
り
」
の
成
果
が
扮
装
写
真
と
し
て
固
定
さ
れ

る
こ
と
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
重
要
な
機
能
の
一
つ
で

あ
る
。
本
稿
執
筆
中
の
２
０
２
４
年
10
月
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
『SPY

×FA
M

ILY

』
の
２
０
２
５
年
の

再
演
が
発
表
さ
れ
、
配
役
の
一
部
変
更
に
伴
い
、
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
旧
出
演
者
の
写
真
等
が
閲
覧

で
き
な
く
な
っ
た
。
旧
情
報
を
変
わ
ら
ず
参
照
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
価
値
が
、
再
演
に
よ
り
図
ら
ず
も

裏
付
け
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
は
観
劇
体
験
を
思
い
起
こ
す
こ

と
も
で
き
る
。
扮
装
写
真
は
演
技
を
、
楽
曲
の
歌
詞  

は
歌
唱
や
演
奏
を
読
者
に
想
起
さ
せ
よ
う
。
実
際
、

鈴木壮麻氏によるヘンリー・ヘンダーソン（イーデン校
のベテラン教員）
鈴木氏は、劇団四季出身の経験豊富な俳優で、厳格なが
らもコミカルな先生を「エレガント」に演じた。鈴木
氏が本書に寄せた「素の自分は多分、［エレガントとは］
真逆。だからこそせめて舞台上だけは『落ち着いて気品
のあるさま』を心がけたいと思う」（［　］内は引用者補記）
との言は、役作りの妙を感じさせる。

瀧澤翼氏によるユーリ・ブライア（ヨルの弟）
瀧澤氏は、姉ヨルの前ではデレデレする愛らしさと姉
の暮らす東国を守るためならば残虐な行為も躊躇しな
い狂気とが共存する人格を見事に演じた。原作の「推
し」はユーリだと公演最終日に語った瀧澤氏は、ユー
リよりユーリだったかもしれない。他の出演者や制作
関係者にもキャラクターや原作へのオマージュがあっ
たと考えられる。そういった思いの一端をも本書は垣
間見せる。 

ユーリは、姉を含め周囲には身分を偽っているが、東国の
秘密警察の一員であり、スパイ等を取り締まる立場にある。

（上図出典）遠藤達哉『SPY×FAMILY』(1), 
集英社, 2019　<請求記号　Y84-M8230>

（上図出典）遠藤達哉『SPY×FAMILY』(2), 
集英社, 2019　<請求記号　Y84-M11980>
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執
筆
に
際
し
久
し
ぶ
り
に
歌
詞
を
読
ん
だ
筆
者
（
筆

者
は
東
京
公
演
と
福
岡
公
演
（
最
終
日
）
を
観
劇
し

た
。）
は
当
該
楽
曲
の
場
面
を
鮮
明
に
思
い
出
す
こ

と
が
で
き
た
。

こ
う
し
た
効
用
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
同
様
、
基
本

的
に
は
観
劇
を
前
提
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
一

部
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
読
む
だ
け
で
も
「
疑
似
体

験
」
的
に
享
受
さ
れ
得
る
。
す
な
わ
ち
、
未
観
劇
の

読
者
で
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
作
品
世
界
に

思
い
を
馳
せ
た
り
、
出
演
者
へ
の
関
心
を
深
め
た
り

と
い
っ
た
、
観
客
た
る
読
者
の
体
験
に
準
じ
た
経
験

が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
演
劇
作
品
の
一
部
は
「
円
盤

化
」
や
映
像
配
信
さ
れ
る
た
め
、
公
演
期
間
後
に
初

め
て
「
観
劇
」
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
読
む
と
い
う
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。

本
書
や
そ
の
前
提
で
あ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
実
際

に
接
し
た
者
の
体
験
を
本
稿
だ
け
で
読
者
諸
氏
に
十

全
に
疑
似
体
験
し
て
い
た
だ
く
の
は
困
難
で
は
あ
る

が
、
本
稿
で
紹
介
し
た
扮
装
写
真
や
情
報
等
に
よ
っ

て
少
し
で
も
何
か
を
感
受
し
て
い
た
だ
け
る
と
す
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

読
者
諸
氏
に
は
、
機
会
が
あ
れ
ば
、
原
作
等
に
加

え
て
本
書
を
手
に
取
り
、『SPY

×FA
M

ILY

』
の

多
角
的
展
開
を
（
疑
似
）
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

主な舞台である架空の国オスタニア（「東国」）と西隣のウェスタリス（「西国」）
とは緊張関係にある。

西国の情報機関の敏腕エージェント〈黄昏〉は、東国の大物政治家に接触するた
めその子息が通う名門イーデン校に子どもを入学させ懇親会に潜入せよ、との命を
受ける。ロイド・フォージャーと名乗ることになった〈黄昏〉が孤児院から少女アー
ニャを引き取り、物語の核となる「家族」が始まる。アーニャは他人の心が読める
超能力者で、ロイドをスパイと見抜いていたが、敢えて引き取られるよう振舞った。

入学試験には父母参加必須の面接があり、ロイドには「妻」が必要となった。ロ
イドが偶然知り合ったヨル・ブライアは、独身であることを周囲から奇異や心配の
目で見られており、二人は利害が一致、「結婚」を選ぶ。ただし、ヨルはロイドの正
体を知らず、アーニャをロイドの実の娘と信じている。他方ヨルにも、国家に好ま
しくない人物の暗殺を請け負う殺し屋だという秘密がある。

父はスパイ、娘は超能力者、母は殺し屋というフォージャー家に加え、強烈なキャ
ラクターが多く登場し、物語は展開される。

超能力でロイドとヨルの素性を知るアーニャは、「すぱい」と「ころしや」に「わくわくっ」している。
（出典）遠藤達哉『SPY×FAMILY』(1), 集英社, 2019　<請求記号　Y84-M8230>

『SPY×FAMILY』基礎の基礎

※本稿への画像掲載に関して東宝株式会社及び株式会社集英社のご協力を得た。
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当
館
は
わ
が
国
唯
一
の
納
本
図
書
館
と
し
て
、
日
本
国

内
で
刊
行
さ
れ
た
出
版
物
を
網
羅
的
に
収
集
し
て
い
ま

す
。
で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
に
は
日
本
国
内
の
本
し
か

な
い
の
？
　
―
―
い
い
え
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当

館
は
外
国
の
出
版
物
に
つ
い
て
も
選
択
的
に
収
集
し
て
い

ま
す
。

　
外
国
の
出
版
者
は
出
版
物
を
納
本
す
る
義
務
を
負
い
ま

せ
ん
か
ら
、
外
国
の
出
版
物
は
海
外
の
他
機
関
と
の
交
換

や
、
購
入
に
よ
っ
て
入
手
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
外
国
資
料
課
購
入
係
で
は
、
購
入
に
よ
る
外
国
資
料

の
入
手
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
さ
い
き
ん
海
外
、
と
く
に
英
語
圏
で
日
本

文
学
ブ
ー
ム
が
起
き
て
い
る
と
い
う
話
題
を
よ
く
見
か
け

ま
す
。
日
本
文
学
と
い
っ
て
も
漱
石
や
芥
川
、
太
宰
で
は

な
く
、
村
田
沙
耶
香
や
柚ゆ

ず
き木
麻あ
さ
こ子
と
い
っ
た
現
代
の
女
性

作
家
が
人
気
を
博
し
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
当
館
で
は
、
外
国
で
翻
訳
書
が
刊
行
さ
れ
た
日
本
人
著

者
の
本
を
重
点
的
に
収
集
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
わ
け

で
、
購
入
係
に
は
外
国
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
た
日
本
の
小

説
が
多
く
届
き
ま
す
。
そ
れ
ら
の
タ
イ
ト
ル
を
眺
め
て
い

る
と
、
た
し
か
に
現
代
の
女
性
作
家
の
タ
イ
ト
ル
も
多
い

の
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
ブ
ラ
ジ
ル
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

訳
さ
れ
た
島
田
荘
司
や
、
ロ
シ
ア
語
訳
さ
れ
た
伊
藤
計け

い
か
く劃

な
ん
て
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
や
な
ろ
う

系
小
説
も
精
力
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
し
、
さ

き
に
「
漱
石
や
芥
川
、
太
宰
で
は
な
く
」
と
書
き
ま
し
た

が
、
こ
う
し
た
古
典
の
文
豪
も
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
に
翻
訳

さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
時
代
、
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ

ン
ル
の
日
本
文
学
が
翻
訳
さ
れ
て
い
て
、
こ
う
し
た
裾
野

の
広
い
翻
訳
活
動
が
や
が
て
ブ
ー
ム
に
つ
な
が
っ
て
い
く

の
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
当
館
で
は
外
国
の
図
書
だ
け
で
は
な
く
、
雑
誌

や
新
聞
な
ど
の
逐
次
刊
行
物
に
つ
い
て
も
収
集
し
て
い
ま

す
。
じ
つ
は
、「
英
語
圏
で
の
日
本
文
学
ブ
ー
ム
」
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
を
知
っ
た
の
も
、
届
い
た
英
字
新
聞
の
状
態

を
確
認
し
て
い
る
と
き
、
ぐ
う
ぜ
ん
日
本
文
学
ブ
ー
ム
を

特
集
し
た
記
事
の
見
出
し
が
目
に
入
っ
た
か
ら
な
の
で
し

た
。
日
々
届
く
図
書
や
新
聞
の
量
は
と
て
も
多
く
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
に
じ
っ
く
り
目
を
通
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
タ
イ
ト
ル
や
見
出
し
を
眺
め
る
だ
け
で
も
、
外
国
で

な
に
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、
な
に
が
流
行
っ
て
い
る
の

か
、
そ
の
一
端
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

仕
事
を
し
て
い
く
な
か
で
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　  

（
外
国
資
料
課 

購
入
係
　
ア
ゾ
ー
ト
）

世界に向けて開いた窓

当館内の集配センターには毎朝洋新聞がたくさん届きます。
ここではタイトルごとに並び替え、納品書と突き合わせて
チェックしています。
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質問に元気よく手が挙がりました.。質問に元気よく手が挙がりました.。

各府省庁等が連携し、所管する業務の説明や展示等を行うことで、子どもたちが夏休みに広く社会を

知る機会を提供する取組みです。各府省庁等の特色を生かし、オンライン形式を含め、全国各地でさま

ざまなプログラムが実施されます。国立国会図書館は、平成 12 年度からこの取組みに参加しています。

8 月６日（水） 8 月７日（木）

国立国会図書館はどんなところかな？

地下 8 階まである書庫を見てみよう！

電子展示会を使ってみよう！ 「本の病院」を見てみよう！

館長とお話ししよう！

各日のプログラム各日のプログラム

国立国会図書館はどんなところかな？国立国会図書館はどんなところかな？
まずは「国立国会図書館にはどんな役割がある？」といった簡単なクイズに答えてもらいながら、職

員が国立国会図書館について紹介しました。

2025 年 8 月 6 日・7 日に「こども 霞が関見学デー」が全国各地で開催されました。国立国会図書館では、

抽選で当選した小中学生を対象に、この図書館ならではのプログラムを東京本館で実施しました。当日

の様子をご紹介します。

日本でいちばん大きな図書館を探検しよう！日本でいちばん大きな図書館を探検しよう！
令和令和77年度こども霞が関見学デー年度こども霞が関見学デー

こども霞が関見学デーとは？こども霞が関見学デーとは？
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地下8階まである書庫を見てみよう！地下8階まである書庫を見てみよう！
東京本館には、本館と新館の 2 つの建物にそれぞれ書庫があります。資料をよりよい状態に保つため、

通常、書庫には職員しか入ることができません。参加者の皆さんには、新館の地下にある書庫を特別に見

学してもらいました。

資料がどのように保存されているか、職員は日々どのようなことに気をつけているかといった説明を聞

きながら、雑誌や新聞がずらりと並んだ書架をのぞいたり、自然光が差し込む地下 8 階から天窓を見上げ

たりしました。普段目にすることのない景色の数々に、子どもだけでなく大人からもたびたび感嘆の声が

あがっていました。

深さ約30メートルの吹き抜けの最下層（地下8階）から見上深さ約30メートルの吹き抜けの最下層（地下8階）から見上
げています。げています。

普段は見られない明治期の古い新聞 に興味津々です。普段は見られない明治期の古い新聞 に興味津々です。
（見学用に特別に用意したもので、通常の閲覧はマイク（見学用に特別に用意したもので、通常の閲覧はマイク
ロフィルムで提供しています。）ロフィルムで提供しています。）

見渡す限り雑誌がずらりと並んでいます。見渡す限り雑誌がずらりと並んでいます。
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電子展示会を使ってみよう！電子展示会を使ってみよう！
初日の日替わりプログラムは、「NDL イメージバンク」等の画像を使って、手のひらサイズのミニ絵

巻づくりにチャレンジするものでした。「NDL イメージバンク」は、国立国会図書館が所蔵する浮世絵、

本、雑誌などに載った、選りすぐりのビジュアル資料を紹介する電子展示会です。その中に掲載されて

いるものは全て著作権保護期間が満了しているので、自由にご利用いただけます。絵巻の表紙には、「NDL

イメージバンク」の中からあらかじめ職員がピックアップしておいたさまざまな画像を使い、子どもた

ちにそれぞれ気に入った柄を選んでもらいました。

今回子どもたちが巻いたのは、さまざまな鬼や妖怪が行進する、日本で最も有名な妖怪絵巻の一つ「百

鬼夜行絵巻」（[ 江戸中期 ] 写 , https://dl.ndl.go.jp/pid/2540972 ）です。

今回は、全長 9m 以上ある絵巻を縮小した、ミニ絵巻を用意しました。ミニといっても全長は 2.6 ｍ

あるため、本紙を巻いていく作業に最初は少し苦戦している姿も見られましたが、最後は全員、軸棒に

くるくると上手に本紙を巻きつけることができました。巻緒（巻物を巻き止める紐） を取り付け、題箋（だ

いせん：タイトルが書かれた紙）を貼り、無事完成！皆さん、オリジナルのミニ絵巻を嬉しそうに見せ

てくれました。

絵巻の表紙の柄を選んでいます。絵巻の表紙の柄を選んでいます。 全長2.6m、長いです。全長2.6m、長いです。

集中してます……集中してます…… 完成！完成！
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「本の病院」を見てみよう！「本の病院」を見てみよう！
2 日目の日替わりプログラムは、劣化・破損した資料の修復や保存の現場、「本の病院」こと収集書誌部

資料保存課事務室の見学でした。集めた資料を長く保存し、次の世代へと伝えていくことは、国立国会図

書館の基本的かつ大切な役割の一つです。資料保存課は、その大切な役割を担っており、資料をよりよい

状態で残せるよう、日々こつこつと作業に取り組んでいます。

「本の病院」では、資料の補修作業を間近で見ながら綴じ方の違いや必要な道具の説明を受けたり、和紙

と洋紙をちぎり比べてみたり、実際に紐を使った中綴じ（用紙を重ねて中心から二つ折りにして、折り目

部分を針金や糸で綴じる製本方法）に挑戦したりと、資料保存の奥深い世界に大人も子どももこぞって興

味津々でした。

さまざまな資料の保存・修復方法について真剣に説明を聞いています。さまざまな資料の保存・修復方法について真剣に説明を聞いています。

紐を使って中綴じに挑戦中です。紐を使って中綴じに挑戦中です。
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館長とお話ししよう！館長とお話ししよう！
最後は倉田敬子館長とのお話タイムです。「館長って普段どんなことをしているの？」「館長の好きな

漫画は？」「この図書館で一番古い資料は？」など、子どもたちから次から次へと寄せられる質問に、

倉田館長が一つずつ丁寧に答えていきました。終了後、子どもたちからは「普段なかなか会えない館長

に直接質問できてよかった！」と満足そうな表情が伺えました。

沢山の質問が倉田館長に寄せられました。沢山の質問が倉田館長に寄せられました。

まとめまとめ
参加者の皆さんからは「図書館のことをくわしく知ることができた。わくわくするものが沢山あった。」

「普段入ることのできないところに入れたのが思い出に残った。」「親子ともども貴重な体験ができてよ

かった。」といった声が聞かれました。子どもたちの真剣に聞き入る姿や新鮮な反応を目にし、私たち

職員も自分たちの日々の取組を振り返るよい機会となりました。子どもたちにとって、この見学デーが

夏休みの特別な一日となり、国立国会図書館をより身近に感じてもらえるきっかけとなったならばなに

よりです。

（総務部総務課広報係）

上部のイラストの出典：「青空」いらすとや https://www.irasutoya.com/2014/06/blog-post_7712.html上部のイラストの出典：「青空」いらすとや https://www.irasutoya.com/2014/06/blog-post_7712.html
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国立国会図書館は、法律によって定められた納本制度により、日本国内の出版物を広く収集しています。
このコーナーでは、主として取次店を通さない国内出版物を取り上げて、ご紹介します。

『大哺乳類展 3』
朝日新聞社編・ 刊　2024
238 p ; 19 × 26 cm
<請求記号  RA571-R35>
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突
然
で
す
が
ク
イ
ズ
で
す
。
度
々

ニ
ュ
ー
ス
に
登
場
す
る
ク
マ
は
イ
ヌ
の
仲

間
、
百
獣
の
王
で
あ
る
ラ
イ
オ
ン
は
ネ
コ
の

仲
間
、
で
は
水
族
館
の
ア
イ
ド
ル
、
ア
ザ
ラ

シ
は
イ
ヌ
と
ネ
コ
、
ど
ち
ら
の
仲
間
で
し
ょ

う
か
？

　

地
球
上
に
存
在
す
る
様
々
な
生
物
を
特
徴

ご
と
に
グ
ル
ー
プ
分
け
す
る
こ
と
を
「
分

類
」、
そ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
の
関
係
性
を
調

べ
て
特
定
さ
れ
た
進
化
の
順
序
等
を「
系
統
」

と
呼
ぶ
。
本
書
は
、
２
０
２
４
年
に
国
立
科

学
博
物
館
で
哺
乳
類
の
「
分
類
」
と
「
系
統
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
第
３
弾
の

図
録
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
哺
乳
類
と
は
ど
ん
な
生
物
か
。

第
１
章
で
は
、
哺
乳
類
最
大
の
特
徴
で
あ
る

「
哺
乳
」
を
は
じ
め
、
胎
生
や
３
つ
の
耳
小

骨
（
鼓
膜
に
伝
わ
っ
た
振
動
を
耳
の
奥
に
伝

え
る
働
き
を
す
る
骨
）
と
い
っ
た
哺
乳
類
に

共
通
す
る
特
徴
を
解
説
し
て
い
る
。
哺
乳
と

い
う
行
為
は
長
い
進
化
の
過
程
で
メ
ス
し
か

獲
得
で
き
ず
、
ま
た
、
哺
乳
類
が
地
上
の
あ

ら
ゆ
る
場
所
で
繁
栄
す
る
こ
と
に
成
功
し
た

最
大
の
鍵
は
メ
ス
の
体
内
に
胎
盤
を
有
し
た

こ
と
に
あ
る
そ
う
だ
。
そ
の
ほ
か
、
耳
小
骨

は
哺
乳
類
の
祖
先
の
顎
関
節
で
あ
っ
た
な
ど

の
点
も
興
味
深
い
。

　

第
２
章
で
は
、
生
物
学
の
基
礎
に
立
ち
、

「
種
」、「
分
類
」、「
系
統
」
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。
一
般
的
に
、
自

然
状
態
で
永
続
的
に
交
配
が
可
能
な
集
団
の

こ
と
を
「
種
」
と
定
義
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

か
つ
て
ラ
イ
オ
ン
と
ヒ
ョ
ウ
か
ら
雑
種
の
子

で
あ
る
レ
オ
ポ
ン
が
生
ま
れ
た
が
、
レ
オ
ポ

ン
に
は
繁
殖
力
が
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
ラ

イ
オ
ン
と
ヒ
ョ
ウ
は
別
種
で
あ
る
と
分
か

る
。
な
ら
ば
、
交
配
実
験
で
繁
殖
さ
せ
て
み

れ
ば
全
て
の
種
が
判
別
で
き
る
か
と
い
う

と
、
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。
鯨
類
の
よ
う
な

大
型
動
物
は
実
現
不
可
能
だ
し
、
モ
グ
ラ
類

の
よ
う
に
飼
育
下
で
繁
殖
に
成
功
し
た
こ
と

の
な
い
動
物
も
い
る
。
そ
こ
で
、
外
見
、
骨

格
、
内
臓
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
い
っ
た
特
徴
を
調
べ

て
「
分
類
」
し
、「
系
統
」
を
特
定
す
る
こ

と
で
種
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
第
２
章
ま
で
の
基
礎
知
識
を
経

て
第
３
章
を
読
む
と
、
非
常
に
多
様
な
哺
乳

類
の
分
類
と
系
統
が
ぐ
っ
と
鮮
明
に
理
解
で

き
る
だ
ろ
う
。
第
３
章
で
は
、
哺
乳
類
を
目

（
哺
乳
類
の
一
つ
下
の
分
類
群
）
ご
と
に
、

そ
の
特
徴
を
豊
富
な
写
真
と
と
も
に
紹
介
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
私
た
ち
霊
長
目
に
関

す
る
特
徴
を
一
つ
紹
介
し
た
い
。
実
は
、
私

た
ち
の
平
た
い
爪
は
哺
乳
類
で
霊
長
目
だ
け

が
持
つ
特
徴
で
あ
る
。
哺
乳
類
の
祖
先
は
イ

ヌ
や
ネ
コ
の
よ
う
な
鉤
爪
で
あ
っ
た
。
こ
こ

か
ら
、
高
速
走
行
に
適
応
し
た
一
部
の
動

物
（
ウ
マ
な
ど
の
奇き

蹄て
い
も
く目
や
シ
カ
な
ど
の

反は
ん
す
う
あ
も
く

芻
亜
目
等
）
は
丈
夫
な
蹄
を
持
つ
よ
う
に

な
り
、
指
先
を
繊
細
に
使
う
霊
長
目
は
指
を

上
か
ら
覆
う
硬
く
て
平
ら
な
平
爪
に
進
化
し

た
の
で
あ
る
。

　

最
後
の
第
４
章
で
は
、
哺
乳
類
分
類
学
の

歴
史
と
展
望
を
解
説
し
て
い
る
。
技
術
が
発

達
し
研
究
が
進
展
し
て
も
、
未
だ
多
く
の
課

題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
第
４
章
は
今
後
の
哺

乳
類
分
類
学
が
ど
う
進
展
す
る
か
を
示
唆
し

て
い
る
。

　

さ
て
、
冒
頭
の
ク
イ
ズ
の
答
え
は
本
書
の

中
に
あ
る
。
ぜ
ひ
魅
力
的
な
動
物
た
ち
の
写

真
や
知
識
を
楽
し
み
な
が
ら
探
し
て
み
て
ほ

し
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
猪
野 

千
尋
）
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子どもの読書と学習に役立つ
オンラインコンテンツ

　 しらべる・ まなぶ・よ む   小学生

　 調 べ る ・  学 ぶ ・ 読 む  中高生

　

国
立
国
会
図
書
館
国
際
子
ど
も
図
書
館
は

２
０
２
４
年
3
月
12
日
に
子
ど
も
の
読
書
や
学
習
に

役
立
つ
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
「
し
ら
べ
る
・
ま

な
ぶ
・
よ
む
」（
小
学
生
向
け
）
と
「
調
べ
る
・
学
ぶ
・

読
む
」（
中
高
生
向
け
）
を
公
開
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
を
読
書
や
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
い
ざ
な
う
こ

と
を
目
指
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
コ
ン
テ
ン
ツ

で
、
公
開
以
降
も
随
時
情
報
を
追
加
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
子
ど
も
図
書
館
の
子
ど
も
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン

コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
は
、「
国
際
子
ど
も
図
書
館
子
ど

も
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
」（
２
０
１
２
年
公
開
）
や
「
中
高
生
の

た
め
の
幕
末
・
明
治
の
日
本
の
歴
史
事
典
」（
２
０
１
４

年
公
開
）
な
ど
が
既
に
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も

コ
ン
テ
ン
ツ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
専
門
家
の
助
力
を
得
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の

動
向
調
査
、
コ
ン
テ
ン
ツ
提
供
機
関
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
、
海
外
の
動
向
に
も
目
配
り
し
た
『
読
書
・

学
習
支
援
コ
ン
テ
ン
ツ
構
築
及
び
利
活
用
に
関
す
る

調
査
研
究
』（
国
際
子
ど
も
図
書
館
調
査
研
究
シ
リ
ー

ズ
）
を
２
０
１
９
年
に
刊
行
し
た
こ
と
も
そ
の
一
つ

で
す
。

　

２
０
１
９
年
に
文
部
科
学
省
に
よ
っ
て
学
校
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
を
整
備
す
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」

が
掲
げ
ら
れ
た
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
学
校
で
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
が
行
わ
れ
た
り
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

読
書
・
学
習
環
境
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
ん
で
き
て

い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
読
書
で
あ
れ
、
調
べ
も
の
で
あ
れ
、

オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
み
で
完
結
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
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せ
ん
。
小
学
生
向
け
の
「
し
ら
べ
る
・
ま
な
ぶ
・
よ

む
」
で
は
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
「
子
ど
も
の
へ

や
」
に
あ
る
本
の
中
か
ら
、
小
学
生
が
楽
し
く
調
べ

も
の
が
で
き
る
本
を
選
ん
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
動
画
で
は
、
恐
竜
や
星
と
い
っ

た
科
学
分
野
の
本
を
と
り
あ
げ
て
い
ま
す
。
中
高
生

向
け
の
「
調
べ
る
・
学
ぶ
・
読
む
」
で
は
国
際
子
ど

も
図
書
館
の
「
調
べ
も
の
の
部
屋
」
に
あ
る
本
の
小

展
示
の
成
果
も
活
用
し
、
実
際
に
本
を
手
に
取
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
齢
を
追
う
ご
と
に
行
動
範
囲
が
広
が
り
、
ア
ク

セ
ス
で
き
る
情
報
源
が
多
様
化
す
る
こ
と
で
、
否
応

な
く
情
報
の
取
捨
選
択
の
必
要
性
は
高
ま
り
ま
す
。

中
高
生
向
け
の
「
調
べ
る
・
学
ぶ
・
読
む
」
で
は
、

情
報
の
大
海
の
な
か
で
能
率
よ
く
調
べ
も
の
が
進
め

ら
れ
る
よ
う
に
、
図
書
館
の
利
用
方
法
だ
け
で
な
く
、

信
頼
で
き
る
情
報
源
を
選
ぶ
方
法
、
本
の
目
次
を
調

べ
る
方
法
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
図
書
館
の
本
を

読
む
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
、
順
を
追
っ
て
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
東
な
ど
の
世
界
各
地

の
児
童
書
を
紹
介
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
、
東
京
名
所
を

様
々
な
資
料
か
ら
た
ど
れ
て
校
外
学
習
な
ど
に
も
役

立
て
ら
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
、
幕
末
・
明
治
の
日
本
の

歴
史
に
関
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
も
あ
り
、
読
み
物

と
し
て
眺
め
て
い
る
だ
け
で
も
、
自
然
に
さ
ま
ざ
ま

な
文
献
や
検
索
ツ
ー
ル
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

＊�

全
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

～「しらべる・まなぶ・よむ　小学生」と「調べる・学ぶ・読む　中高生」の収録対象～

1）旧キッズページで公開したものをこのコンテンツに統合。
2）2014 年に公開したものをこのコンテンツに統合。

しらべる・まなぶ・よむ　小学生
https://www.kodomo.go.jp/guide/kids/

調べる・学ぶ・読む　中高生
https://www.kodomo.go.jp/guide/ya/
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�小学生が調べものをするとき、知っておくとよいことを紹介しています。「1　どんなことを調べるか「テーマ」を決め
よう」「２　どうやって調べるか決めよう」といったように、順を追って図書館の活用や調べもののコツについて学べ
るようになっています。

しらべもの

▲図書館の本だなの中の本
の並び方について紹介してい
ます。
どうやって調べるか決めよう＞調べ
る方法＞本で調べる＞図書館へ行
こう＞本だなに行ってみよう

「２　どうやって調べるか決めよう」では、
本の調べものだけでなく、便利なインター
ネットサイトの使い方や、インタビューの
方法など、さまざまな調べものについて
紹介しています。

例えば、「インタビューする」では、イン
タビュー前に質問する内容をまとめておく
こと、インタビュー当日はしっかりメモをと
ること、後日、お礼の手紙を出すと良いこ
となども分かります。

しらべる・まなぶ・よむ  小学生
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よんでみる？

科学のまど

小学生が、楽しく調べものができるような本を紹介しています。「産業」、「芸術・スポーツ・あそび」、「言葉」など、
分類から本を探せます。タイトルをクリックすると、１冊１冊の本の紹介文も見ることができ、本を選ぶ上での手が
かりを得られます。

科学に親しむことのできる本を紹介しています。１つのテーマに沿って複数の本を紹介するブックトークの動画もあ
ります。

▲「分類からさがす」で「NDC　
８類　 言 葉 」という分 類 に
チェックを入れると、「言葉」
にかかわる本が出てきます。

▲ブックトーク「きょうりゅうの本」と、令和7（2025）年２月に新
たに仲間入りしたブックトーク「星の本～夜空を見上げて」。
「もっといろいろ読みたい人に」では、ブックトークで紹介していない
本もとりあげています。

▲「星」についての本を紹介したコーナー
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調べる・学ぶ・読む  中高生

調べもの
中学生・高校生が 調べものをする時、知っておくとよいことを紹介しています。

▲図書館は本を読むだ
けの場所ではなく、さ
まざまなツールを使っ
て調べものをすること
ができる場所です。オ
ンラインのツールにつ
いても紹介しています。

▲調べた情報をレポー
トなどにまとめるために
は、テーマ選びや信頼
できそうな情報源の選
択など、さまざまなプ
ロセスがあります。図
書館ならではのノウハ
ウにもふれながら、調
べものの手順を解説し
ています。
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読んでみる？
国際子ども図書館にある中学生・高校生向けの資料室「調べものの部屋」の本を、テーマごとにさまざまな視点
から紹介しています。 

▲「テーマを選ぶ」の五十音の行のボタン
をクリックすることでテーマを一覧できます。
（たとえば「ことば」の場合「か行」の一覧
に現れます）。
「建築」「狐」など多彩なテーマがあります。
また、「SDGs」では、SDGs 全般とその 17
のゴールに関する資料を紹介しています。

▲たとえば「ことば」というテーマを選ぶと、「心に響くことば」「ことばを操る」
といったさまざまなサブテーマに分かれ、各テーマに関係する本の内容が紹介
されています。国立国会図書館の蔵書検索サイトである国立国会図書館サーチ
（NDLサーチ）や公共図書館等の所蔵状況が分かるサイトである「カーリル」
へのリンクもはられています。
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本で調べる東京名所
国立国会図書館が所蔵する古い絵や地図など、オンラインで利用できるデジタル化資料を用いながら、東京の名
所の歴史を紹介しています。 修学旅行や校外学習の事前準備にも活用できます。

▲トップページのスライドショーでは名所
の画像が切り替わります。
左の写真は上野の名所の一つ
「上野動物園」の象
『東京風景』小川一真出版部 , 1911
https://dl.ndl.go.jp/pid/764167/1/51

上野編

◆コース紹介　

　　江戸時代コース

　　明治・大正時代コース

◆上野の名所　

　�　東叡山寛永寺

　　旧因州池田屋敷表門（黒門）

　　上野東照宮

　　不忍池

　　彰義隊の墓

　　上野広小路

　　上野駅

　　上野公園

　　東京国立博物館

　　上野動物園

◆上野を知る本

◆ワークシート

　　クイズワークシート

　　発見メモワークシート

永田町・霞が関編

◆コース紹介

　　近代化と緑の散策コース

◆永田町・霞が関の名所

　　最高裁判所

　　国会議事堂周辺

　　日本水準原点

　　江戸城（皇居）

　　旧第一生命館周辺

　　日比谷公園

　　霞が関

◆さらに知りたい人へ

◆ワークシート

　　クイズワークシート

　　発見メモワークシート

▲上野の名所「上野広小路」の浮世絵
広重「下谷広小路」『名所江戸百景』魚栄 , 
1856（安政 3）
https://dl.ndl.go.jp/pid/1312249/1/1

▲永田町・霞が関の名所「日比谷公園」（音楽堂）
の写真
『最新東京名所写真帖』小島又市 ,1909
https://dl.ndl.go.jp/pid/763843/1/6

調べる・学ぶ・読む  中高生
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本で巡る世界の国々

中高生のための幕末・明治の日本の歴史事典
国立国会図書館が所蔵する史料を用いて、幕末・明治の歴史を紹介しています。

世界のさまざまな国・地域に関する翻訳作品を、もとの言語で書かれた版や英語版と一緒に紹介しています。 
サイト内にある世界地図の気になる場所を選択すると、その地域の作品が表示され、その中にはインターネット上で
公開されている作品もあります。

▲「近代化と緑の散策コース」のク
イズ形式のワークシート。

「上野編」には「江戸時代コース」と「明治・大正時代コース」があります。
コースに沿ってサイト内を巡ることで、各名所の歴史と現在のみどころを知ることができます。

「永田町・霞が関編」には「近代化と緑の散策コース」があります。

国立国会図書館国際子ども図書館 調べる・学ぶ・読む 

1 
 

① ② 

③ ④ 

本本でで調調べべるる東東京京名名所所  永永田田町町・・霞霞がが関関編編  近近代代化化とと緑緑のの散散策策ココーースス  

ククイイズズ  ワワーーククシシーートト  
◆「本で調べる東京名所」を参考にしながら、ワークシートに取り組んでみましょう。 

 

ここれれははどどここ？？  

次の写真や絵画はどの場所をあらわしているでしょうか。ア～エから選択してください。 

 

 

 

 

 

 

  

（  ） （  ） 

（  ） （  ） 

ア 日比谷公園        イ 桜田門（江戸城） 

ウ 旧司法省（霞が関）   エ 旧第一生命館（現在の第一生命日比谷ファースト） 

▲地図と空中写真を切り替えたり、時期の違う
地図を複数枚重ね合わせたりすることで、各名
所の位置を確認したり、その移り変わりに思い
をはせることもできます。

（文責 : 本誌編集担当）
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キッズページでは、色々な「しごと」
も紹介されています。

国立国会図書館キッズページ　https://www.kodomo.go.jp/kids/index.html

「国立国会図書館キッズページ」は、国立国会図書館東京本館、関西館、国際子ども図書館の歴史や役割、
仕事の内容などを小学生向けに分かりやすく紹介したページです。
スマートフォンでもご覧いただけます。

国立国会図書館を知ろう
＊国立国会図書館ってなんだろう　
    館長のあいさつ／はじめに／れきし／豆ちしき
＊国立国会図書館のしごと　
　国会のお手つだい／集める／ほぞんする
    ／調べもののお手つだい／しょくばほうもん
＊国立国会図書館の見学について

国際子ども図書館を知ろう
＊国際子ども図書館ってなんだろう
   館長のあいさつ／はじめに／れきし／豆ちしき
＊国際子ども図書館のしごと　
　子どもに本を手わたす／調べもののお手つだい
　／ほぞんする／てんじする／図書館員の 1 日
＊国際子ども図書館の利用のしかた
　利用案内（あんない）／おはなし会／見学

▲ 「図書館員の１日」より。
国 際 子 ど も 図 書 館 の「 本 の
ミュージアム」での準備の様
子が分かります。

（てんじを通して、子どもの本のみ

りょくをつたえる仕事です【資料

情報課（しりょうじょうほうか）】） （文責：本誌編集担当）
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N D L  T o p i c sN D L  T o p i c s
令
和
７
年
度
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
・
継
続
・
次
世
代

へ
の
継
承
」

国
立
国
会
図
書
館
と
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
は
、

令
和
８
年
１
月
11
日
に
「
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

令
和
８
年
は
東
日
本
大
震
災
（
平
成
23
年
）
か
ら
15
年
、
熊

本
地
震（
平
成
28
年
）か
ら
10
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、

国
内
外
の
様
々
な
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
た
特
色

あ
る
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
を
構
築
し
、
継
続
的
に
運
営
し
て
き
ま

し
た
。
教
育
現
場
で
の
継
続
的
な
活
用
事
例
も
生
ま
れ
る
な
ど
、

こ
れ
ら
の
取
組
は
、
震
災
の
記
録
・
記
憶
の
次
世
代
へ
の
継
承

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
特
別
講
演
と
し
て
、
米
・
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学 

ア
ン
ド
ル
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
教
授
か
ら
、
同
学
の
「
日
本

災
害
Ｄ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｌ
ア
ー
カ
イ
ブ
」 

や
日
本
の
震
災
ア
ー
カ

イ
ブ
の
取
組
の
意
義
に
つ
い
て
、
海
外
の
日
本
研
究
者
か
ら
の

視
点
で
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
続
い
て
、
熊
本
県
、
石
川
県

の
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の
ご
担
当
者
か
ら
、
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
の

構
築
・
運
営
の
現
況
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
す
。
宮
城

県
多
賀
城
高
等
学
校
の
教
員
及
び
生
徒
の
皆
様
か
ら
は
、
同
校

の
「
災
害
科
学
科
」
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
現
在
の
取
組
に
つ

い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。最
後
に
、今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、

登
壇
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

〇
日
時

令
和
８
年
１
月
11
日（
日
）13
時
～
16
時
10
分（
開
場
12
時
30
分
）

〇
会
場

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
多
目
的
ホ
ー
ル
（
宮
城
県

仙
台
市
）

〇
開
催
方
法

現
地
開
催
の
ほ
か
、
事
前
登
録
者
に
対
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で

同
時
配
信
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

〇
登
壇
者
（
敬
称
略
）

ア
ン
ド
ル
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
（
米
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
歴
史
学

部
教
授
）、鳥
井 

薫
順
（
熊
本
県
危
機
管
理
監
）、中
塚 

健
也
（
石

川
県
戦
略
広
報
監
）、
石
山 

俊
太
（
宮
城
県
多
賀
城
高
等
学
校

教
諭
）、
宮
城
県
多
賀
城
高
等
学
校
災
害
科
学
科
生
徒
代
表
、
小

林 

芳
幸
（
国
立
国
会
図
書
館
電
子
情
報
部
主
任
司
書
）、
柴
山 

明
寛
（
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
准
教
授
）

〇
申
込
方
法

「
み
ち
の
く
震
録
伝
」
掲
載
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
案
内
ペ
ー
ジ
参

加
申
込
フ
ォ
ー
ム
（
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
か
ら
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
定
員
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

〇
参
加
費　

無
料

〇
主
催　

国
立
国
会
図
書
館
・
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所

〇
後
援　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
学
会

〇
問
合
せ
先

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所　

災
害
人
文
社
会
研
究
部

門　

災
害
文
化
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
分
野

電
話　

０
２
２
（
７
５
２
）
２
０
９
９

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

archiveforum
@

irides.tohoku.ac.jp

国
立
国
会
図
書
館
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
収
集
保
存

事
業
（
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ
）
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
令
和
７
年
12
月
17
日
に
「
国
立
国

会
図
書
館
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
収
集
保
存
事
業（
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ
）」

の
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴
を
当
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
国
立
国
会
図
書
館
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
収
集
保
存
事
業

（
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ
）」
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

h
ttp

s://w
arp

.d
a.n

d
l.g

o
.jp

/co
n

ten
ts/n

ew
s/ 

2025renew
al.htm

l

リニューアル後の画面リニューアル後の画面
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N D L  T o p i c sN D L  T o p i c s
第
40
回
納
本
制
度
審
議
会
及
び
第
19
回
納
本
制
度
審

議
会
代
償
金
部
会

９
月
11
日
、
第
40
回
納
本
制
度
審
議
会
及
び
第
19
回
納
本
制

度
審
議
会
代
償
金
部
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
会
に
は
委
員
12
名
が
出
席
し
、
令
和
７
年
７
月
１
日
付

け
で
、
委
員
の
委
嘱
及
び
代
償
金
部
会
に
所
属
す
る
委
員
の
指

名
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
田
村
善
之
委
員
が
互
選
に

よ
り
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
田
村
会
長
は
、
奥
邨
弘
司
委

員
を
会
長
代
理
に
指
名
し
ま
し
た
。
ま
た
、
事
務
局
か
ら
、
資

料
収
集
状
況
、
有
償
等
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
収
集
制
度
の
運
用
状

況
等
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。引
き
続
き
、事
務
局
か
ら
、

各
国
国
立
図
書
館
に
お
け
る
ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
に
つ
い

て
報
告
を
行
い
、
委
員
間
で
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
議
会
終
了
後
に
開
催
さ
れ
た
代
償
金
部
会
に
は
委
員
５
名

が
出
席
し
、
奥
邨
弘
司
委
員
が
互
選
に
よ
り
部
会
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
奥
邨
部
会
長
は
、
巻
美
矢
紀
委
員
を
部
会
長
代
理

に
指
名
し
ま
し
た
。

納
本
制
度
審
議
会
委
員
名
簿

（
五
十
音
順　

敬
称
略
）（
令
和
７
年
９
月
11
日
現
在
）

会
長

　

田
村　

善
之　
　

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授

会
長
代
理

　

奥
邨　

弘
司　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授

委
員

　

伊
藤　

真　
　
　

弁
護
士

　

江
草　

貞
治　
　

株
式
会
社
有
斐
閣
代
表
取
締
役
社
長

　

大
場　

博
幸　
　

日
本
大
学
文
理
学
部
教
育
学
科
教
授

　

大
屋　

雄
裕　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
教
授

　

小
野
寺　

優　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
書
籍
出
版
協
会
理
事
長

　

近
藤　

敏
貴　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
出
版
取
次
協
会
会
長

　

柴
野　

京
子　
　

上
智
大
学
文
学
部
新
聞
学
科
教
授

　

仲
俣　

暁
生　
　

大
正
大
学
表
現
学
部
表
現
文
化
学
科
教
授
／
公
益

社
団
法
人
日
本
文
藝
家
協
会
知
的
財
産
権
委
員

　

中
村　

史
郎　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
新
聞
協
会
会
長

　

野
口　

貴
公
美 　
一
橋
大
学
理
事
・
副
学
長
、
大
学
院
法
学
研
究
科

教
授

　

巻　

美
矢
紀　
　

上
智
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授

　

宮
原　

博
昭　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
雑
誌
協
会
理
事
長

　

村
松　

俊
亮　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
レ
コ
ー
ド
協
会
会
長

　

山
崎　

隆
広　
　

群
馬
県
立
女
子
大
学
文
学
部
文
化
情
報
学
科
教
授

○
代
償
金
部
会
所
属
委
員

　

奥
邨
弘
司
（
部
会
長
）、
巻
美
矢
紀
（
部
会
長
代
理
）、
伊
藤
真
、

　

小
野
寺
優
、
野
口
貴
公
美
、
宮
原
博
昭
、
村
松
俊
亮

審
議
会
に
関
す
る
情
報
は
、
次
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム> 

資
料
の
収
集> 

納
本
制
度> 

納
本
制
度
審
議
会

https://w
w

w
.ndl.go.jp/jp/collect/deposit/council/index.htm

l

納本制度審議会の様子納本制度審議会の様子
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電
子
展
示
会
「
絵
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
の
終
了
に
つ
い

て
平
成
12
年
度
か
ら
国
際
子
ど
も
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
国

際
子
ど
も
図
書
館
内
の
端
末
で
公
開
し
て
き
ま
し
た
電
子
展
示

会
「
絵
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
は
、
令
和
７
年
12
月
に
終
了
し
ま
す
。

長
年
に
わ
た
り
ご
利
用
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

○
問
合
せ
先

国
際
子
ど
も
図
書
館 

資
料
情
報
課 
展
示
係

電
話　

０
３
（
３
８
２
７
）
２
０
５
３
（
代
表
）

新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
９
８
号

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
開
発
の
経
緯
と
課
題

戦
前
・
戦
中
期
の
帝
国
議
会
会
議
録
に
見
る
「
憲
法
改
正
」

―
帝
国
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
の
検
索
結
果
か
ら
―

軍
事
分
野
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
利
用
と
そ
の
規
制
の
動
向
―
Ａ
Ｉ

を
用
い
た
意
思
決
定
支
援
シ
ス
テ
ム
と
法
的
審
査
の
適
用

可
能
性
を
中
心
に
―

科
学
研
究
と
Ａ
Ｉ
―
サ
イ
エ
ン
ス
は
ど
う
変
わ
る
の
か
―

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

A4 92頁 月刊 1,100円（税込）　A4 92頁 月刊 1,100円（税込）　
発売　日本図書館協会発売　日本図書館協会

＃42
国際子ども図書館
本のミュージアム本のミュージアム
エディキュールの赤レンガエディキュールの赤レンガ
（館内で唯一100年以上前の赤レン（館内で唯一100年以上前の赤レン
ガを見ることができる）ガを見ることができる）
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一般記事

年間索引
国立国会図書館月報

凡例

記事タイトル 掲載号（月） 掲載ページ数

国立国会図書館デジタルコレクションがなければ書けなかった本　� （濱口 桂一郎） 1 8-13

国立国会図書館デジタルコレクションの全文検索を活用しよう！ 1 14-15

和辻哲郎自筆稿本の世界―「和辻倫理学」の原点をもとめて� （吉村 雄太） 1 16-23

数字で見る国立国会図書館：『国立国会図書館年報　令和5年度』から 1 27-30

特別対談　季武嘉也×前田亮介　資料探索のこれまでとこれから～近現代政治史の資

料をめぐって～
2 7-16

電子資料の長期保存ABC②　CDの長期保存� （木下 貴文） 2 17-20

『国立国会図書館月報』読者アンケートの結果から 2 22-24

オープンサイエンスを社会につなぐために―国立国会図書館の取り組みを踏まえて 3 5-12

国立国会図書館デジタルコレクションでよみがえる帝国議会―「帝国議会資料」を大

幅拡充  
3 14-21

「近現代日本の議会傍聴」で国立国会図書館資料をいかに活用したか。� （末木 孝典） 3 22-29

遠隔研修を知っていますか？　国立国会図書館の研修を、いつでも、どこでも 4 6-15

令和6年度企画展示「ひろげて、まいて、あらわれる　絵巻の世界」関連講演会「絵

巻鑑賞のイロハ」
4 17-26

報告　デジタルシフトの次へ―米国議会図書館の新戦略から見えてくるもの 5 5-14

国際アンデルセン賞受賞作家・画家展関連講演会―角野栄子氏・土居安子氏 5 16-17

新版、御求め御覧下さるべく候―国立国会図書館所蔵の蔦屋重三郎出版物―

� （石田 暁子）
6 5-21

第60回貴重書等指定委員会報告　新たな貴重書のご紹介 7/8 6-11

科学技術資料紹介　原子力設計図集� （中島 尚子） 7/8 12-16

万博の歴史をふりかえる―電子展示会「博覧会　近代技術の展示場」― 7/8 18-22

外国の法令情報を発信する雑誌『外国の立法』～その歩みとこれから～

� （芦田 淳・藤原 夏人・調査企画課）
9/10 6-14

〈表紙裏反古〉になった『集古十種』―破損した表紙からみる松平定信の活動―

� （大沼 宜規）
9/10 15-27

憲政資料室の新規公開資料から 11 18-24

日本でいちばん大きな図書館を探検しよう！　令和7年度こども霞が関見学デー 12 6-10

子どもの読書と学習に役立つオンラインコンテンツ―しらべる・まなぶ・よむ 小学生、

調べる・ 学ぶ・読む 中高生―
12 12-19

国立国会図書館キッズページ 12 20

『理科年表　第一冊』ー百年の歴史 はじまりの一冊ー　　　　　　　　　（落合翔）� 1 3-7

執筆者名
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ムハンマド・ビン・ラシド図書館（ＵＡＥ）� （本田 伸彰） 6 22-32

『理科年表　第一冊』―百年の歴史 はじまりの一冊―� （落合 翔） 1 3-7

『天体旅行』―大正時代の宇宙旅行―� （鈴木 加成太） 2 1-5

メキシコからの憧憬―Hiroshigué = 廣重―� （吉井 伶奈） 3 1-4

『教草』―明治初期の物産技術を記録する木版画―� （戸鹿野 陽子） 4 1-4

合理的な生活―変わる習慣、変わらない習慣―� （伊東 祐介） 5 1-4

『新漫画の描き方』―漫画家岡本一平と民衆の時代―� （藤本 守） 6 1-4

「怪獣実見譚」『お伽テーブル』所載― 恐竜を追いかけて ―� （藤元 直樹） 7/8 1-5

あの人の健康法―『現代名士の養生振』―� （勝田 真紀子） 9/10 1-4

「土山蔵書目録」 ―江戸時代の朝廷下級役人の知的営為―� （武田 和也） 11 1-6

ミュージカル『SPY× FAMILY』―2023年公演プログラム―� （高野 雄太） 12 1-4

今月の一冊

第一回　奥付を彩る動物たち� （増田 玲） 5 18-22

第二回　著者自身の言葉にみる検印� （前田 さらら） 9/10 28-33

第1回　ギャラリー展示のできるまで� 11 8-16国立国会図書館の
ウラ側

世界図書館紀行

検印・検印紙
コレクション
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オリジナルのカードをどうぞ 1 24

あらゆる人のために 2 6

100年後も読みたいんです 3 13

研修係のひそかな楽しみ 4 5

校正を通して広がる世界 5 15

デジタル化のその先は？ 6 33

匠の蝶々結びを目指して 7/8 17

一難（問）去ってまた一難（問） 9/10 5

雑誌書庫へようこそ！ 11 7

世界に向けて開いた窓 12 5

『おいしい浮世絵展　北斎 広重 国芳たちが描いた江戸の味わい』� （和多 もなみ） 1 25

『インキュナブラの時代　慶應義塾の西洋初期印刷本コレクションとその広がり　第

30回慶應義塾図書館貴重書展示会』� （小川 結衣）
2 21

『子ども/おもちゃの博覧会　特別展』� （増田 玲） 3 30

『東京国立博物館の模写・模造　草創期の展示と研究　創立一五〇年記念特集』

� （吉岡 歩）
4 16

『「江戸名所図屏風」と都市の華やぎ』� （髙石 京花） 5 23

『特別展　ほろよい・ひょうご　酒と人の文化史』� （治田 洋佑） 6 34

『竹久夢二の美人画とモダンデザイン— 美しいもの・可愛いもの—』� （毛利 友暉） 7/8 23

『馬車道 　 150周年記念誌』� （横田 結莉奈） 9/10 34

『明治東京の書生社会　鈴木鹿之介在京日記の世界』� （大沼 宜規） 11 17

『大哺乳類展3』� （猪野 千尋） 12 11
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